
２ 文化的景観調査の概要



　　お宝発見ハンドブック　　

１ 趣　　旨
　県内各地の文化的景観について、現況と文化財的価値を調査し、実態の把握と保存策の検討を行

う。調査結果は文化遺産リストとし、広く一般に理解できるような内容で文化的景観の魅力、見方を

ハンドブックとしてまとめ、たくさんの県民が文化財の価値を知る機会を提供する。

２ 事業内容
（１）調査委員会の開催

　　 調査対象の検討、調査方法の検討、調査の実施、文化財的価値付け、保存策等の検討

（２）現況調査の実施

（３）報告書（お宝ハンドブック）の刊行

３ 調査委員会
（１）組織

　学識経験者及び調査事項について、景観の価値付けが出来る専門的知識を有する者等で構成

する。調査委員は現況調査、価値付け、報告書の作成及び保存策の検討を行う。

（２）体制

・調査委員

・オブザーバー（秋田県景観形成連絡会議ワーキンググループ）

・事務局

４ 調査及び記録作成
（１）調査の内容

　・調査項目

　　①所在地（範囲）　　②名称　　③景観の構成要素　　④伝統的産業及び生活

　　⑤地域性（由来沿革、生活様式、習俗等）　⑥地域の周期性　　⑦景観の構造

　　⑧生物の多様性　　⑨周辺環境　　⑩産業及び地域生活の仕組み

　　⑪地域社会の取組み及び課題　　⑫その他特記事項　　⑬法令規制状況等

（２）留意点

・本事業は、文化財の見方を記録することを主な目的とする。

・地域や人との関わり（生活、産業、信仰、祭り、行事等）も記録の対象とする。

・文化財の希少性や学術上の貴重性のみを記録するのではなく、県民が身近な文化的景観

の見方を理解できるような、平易な表現を用いる。

■文化的景観調査委員会
所　　　属 職　　　名 氏　　　名

■調査委員長

　広島大学院　　　　　国際協力研究科 教　　　授 中越　信和

■調査委員

　弘前大学　　　　　　教育学部 教　　　授 北原　啓司

　秋田県立大学　　　　生物資源科学部 教　　　授 蒔田　明史

　秋田県立博物館 学 芸 主 事 髙橋　　正

■県景観形成連絡会議ワーキンググループ

　総合政策課　　　　　計画・評価班 主　　　査 加賀谷　修

　自然保護課　　　　　自然公園班 副　主　幹 石川　　敦

　農山村振興課　　　　地域環境保全班 専 門 主 幹 袴田　鉄直

　水と緑推進課　　　　普及・水と緑ふれあい班 主幹（兼）班長 山田　賢一

　建築住宅課　　　　　調整・住宅政策班 副　主　幹 金沢　克己

　都市計画課　　　　　調整・都市管理班 副　主　幹 岡崎　佳治

　都市計画課　　　　　調整・都市管理班 副　主　幹 本田　雅之

■調査委員会及び現地調査実施月日
実　施　月　日 事　　　　　　項 内　容　等

平成20年８月11日（月）
第１回文化的景観調査委員会

（秋田県青少年交流センター大研修室） 

調査対象の選定、調査方法

及び内容の検討

平成20年８月11日（月）

●文化的景観現地調査

①大潟村（八郎潟と大潟村干拓博物館）

②三種町（藤木台の天然ジュンサイ沼）

③五城目町（北の又集落）

平成20年８月12日（火）
④北秋田市（阿仁の根子集落）

⑤大館市（矢立峠）

平成20年10月26日（日）

⑥湯沢市（院内銀山異人館と院内銀山跡）

⑦湯沢市（泥湯温泉）

⑧横手市（増田漆蔵資料館ほか）

⑨大仙市（角間川の本通り）

平成20年10月27日（月）

⑩大仙市（池田氏庭園）

⑪美郷町（千屋のマツスギ並木通り）

⑫大仙市（太田交流の森）

平成20年10月27日（月）
第２回文化的景観調査委員会

（秋田県埋蔵文化財センター第１研修室）

調査報告及び結果の分析、

執筆分担協議

　（2）平成20年度秋田の宝おらほの宝－地域の文化遺産発見－事業要項　（1）文化的景観調査委員会及び調査経過
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　　お宝発見ハンドブック　　

Ｈ 20 秋田の宝おらほの宝事業文化的景観調査カード 整理番号 No.

フリガナ

名　称
種　別

フリガナ

所在地

景観構成要素

本質的価値

を構成する

もの

●自然的要素

①

②

③

④

●人文的要素

①

②

③

④

⑤

⑥

後から付加

されたもの

周辺環境

調査者

氏名

調査

月日
Ｈ　　年　　月　　日

Ｈ 20 秋田の宝おらほの宝事業文化的景観調査カード 整理番号 No.

フリガナ

名　称
種　別

産業及び地域

生活の仕組み

文化的景観

の特質

■伝統的産業及び生活

■地域性（由来沿革、生活様式、習俗等）

■周期性

■景観構造

■生物学的多様性

法令等

規制状況

地域社会の
取り組み
及び課題等

その他
特記事項

調査者

氏名

調査

月日
Ｈ　　年　　月　　日

　（3）文化的景観調査カード様式
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